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令
和
六
年
度
総
会
を
終
え
て 

五
月
十
七
日
に
湯
沢
地
区
保
護
司
会
の
令
和
六 

年
度
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
秋
田
保
護
観
察

所
所
長
正
木
勉
様
は
じ
め
多
数
の
ご
来
賓
ご
臨
席
の
も
と
、
提
出
い
た
し
ま
し
た

案
件
を
す
べ
て
ご
承
認
い
た
だ
き
、
令
和
六
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。 

本
年
度
は
、
新
た
に
保
護
司
候
補
者
推
薦
委
員
会
要
綱
を
制
定
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
保
護
司
に
限
ら
ず
民
生
委
員
等
で
も
後
任
者
の
確
保
に
は
大
変
苦
労

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
当
保
護
司
会
で
は
、
数
年
前
か
ら
他
の
地
区
保
護
司
会

に
先
駆
け
て
保
護
司
候
補
者
に
関
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今

回
の
要
綱
で
は
今
ま
で
の
取
り
組
み
を
一
歩
進
め
、
当
保
護
司
会
に
五
地
区
あ
る

地
区
部
会
を
中
心
と
し
た
保
護
司
候
補
者
の
推
薦
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
活
動
す
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
地
区
部
会
の
活
動
を
活
発
化
さ
せ
保
護
司

候
補
者
の
推
薦
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
明
運
動
や
学
校
担
当
保
護
司
活
動
な
ど

も
地
区
部
会
を
中
心
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
更
に
、

総
会
や
研
修
会
な
ど
で
は
ゆ
っ
く
り
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
保
護
司
会
活
動
に
関

す
る
意
見
交
換
や
担
当
事
案
に
関
す
る
疑
問
な
ど
を
話
し
合
え
る
場
と
し
て
地
区

部
会
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

先
の
総
会
で
頂
い
た
ご
来
賓
の
方
々
の
ご
挨
拶
に
は
、
「
地
域
と
共
に
」
「
地

域
と
連
携
し
て
」
と
い
う
言
葉
が
何
回
か
で
て
き
ま
し
た
。
再
犯
防
止
推
進
計
画

が
策
定
さ
れ
た
今
、
私
た
ち
保
護
司
に
も
地
域
を
意
識
し
な
が
ら
の
活
動
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
制
定
し
た
要
綱
が
地
区
部
会
を
中
心
と
し
た
活

動
の
活
発
化
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
も
「
地
域
と
共
に
」
と
い
う
活
動
に
つ
な
が

っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 
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湯
沢
地
区
保
護
司
会 

会
長 
尾
久 

一
雄 

作
者
の
紹
介 

藤
原 

こ
ゆ
き
さ
ん 

(

湯
沢
市
駒
形
在
住) 

編
集
後
記 

五
月
の
湯
沢
地
区
保
護
司
会
定
期
総
会

が
終
了
し
、
無
事
令
和
六
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
今
年
は
能

登
半
島
地
震
か
ら
始
ま
り
異
常
気
象
の
影

響
で
雪
が
降
ら
な
い
、
五
月
に
入
っ
て
も

気
温
が
上
が
ら
な
い
、
ま
た
は
日
中
の
異

常
な
暑
さ
と
、
例
年
で
は
見
ら
れ
な
い

日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。
東
京
都
内
で
は

例
年
一
玉
一
五
〇
円
の
キ
ャ
ベ
ツ
が
千
円

超
え
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。 

日
々
の
変
化
に
つ
い
て
い
く
の
も
や
っ

と
な
感
じ
で
す
が
、
今
後
の
更
生
保
護
の

環
境
も
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
令
和
七
年
度
よ
り
報
告
書
は
手
書

き
、
ま
た
は
保
護
司
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
Ｈ
＠
（
は
あ
と
）
」
を
介
し
て
作
成
す

る
事
に
な
る
そ
う
で
す
。 

こ
の
変
化
が
今
後
の
更
生
保
護
に
と
っ

て
よ
り
良
い
も
の
と
な
る
事
を
願
っ
て
い

ま
す
。 

広
報
委
員 

入
江 

妙
子 

栗
山 

晃
昇 

東
海
林 

久
美
子 

中
嶋 

和
広 

八
河 

継
美 

 

更生保護のマスコットキャラクター 
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保
護
観
察
所
か
ら
保
護
観
察(

生
活
環
境
調
整)

担

当
依
頼
の
電
話
が
あ
り
、
後
日
そ
の
書
類
が
郵
送
さ

れ
る
。
届
い
た
各
書
類
に
目
を
通
す
と
、
対
象
者
の

個
人
情
報
が
細
か
く
記
載
さ
れ
て
お
り
「
こ
ん
な
事

ま
で
保
護
司
が
知
る
こ
と
な
の
か
」
と
驚
い
た
の

は
、
初
め
て
担
当
し
た
時
で
あ
っ
た
。 

以
前
、
何
人
目
か
の
対
象
者
が
被
害
者
家
族(

被

害
者
死
亡)

の
健
康
状
態
を
案
ず
る
こ
と
が
あ
り
、

こ
ち
ら
へ
情
報
提
供
を
希
望
す
る
よ
う
な
発
言
が
あ

っ
た
。
担
当
保
護
司
が
被
害
者
側
の
情
報
を
知
る
こ

と
は
不
可
と
伝
え
た
が
、
そ
の
後
も
そ
の
発
言
が

度
々
あ
り
思
い
を
聞
い
て
あ
げ
る
他
な
か
っ
た
。 

対
象
者
と
の
面
接
時
に
は
、
そ
の
会
話
が
弾
む
と

相
手
に
伝
え
て
は
い
け
な
い
情
報
を
話
し
て
し
ま
う

危
険
性
が
あ
る
が
、
個
人
情
報
の
秘
密
保
持
は
、
対

象
者
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
上
で
必
須
で
あ

る
。
私
た
ち
保
護
司
が
扱
う
個
人
情
報
の
秘
匿
性
の

高
さ
に
、
改
め
て
思
い(

初
心)

を
新
た
に
し
た
研
修

で
あ
っ
た
。 

 

各
部
会
の
活
動
案
内 

第
一
期
定
期
研
修
会 

「
個
人
情
報
と
秘
密
保
持
」 

去
る
五
月
十
七
日
、
湯 

沢
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
於

い
て
、
令
和
六
年
度
の
湯

沢
地
区
保
護
司
会
総
会
と

第
一
期
定
期
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
に
は
秋
田
保
護
観 

察
所
所
長
様
を
始
め
多
く

の 

令
和
六
年
度
総
会
開
催 

研
修
部
長 

藤
原 

裕
見
子 

秋田県保護司会連合会

ホームページ 

秋田県保護司会連合会

Facebook 

湯沢地区保護司会

Facebook 

犯
罪
予
防
活
動
部 

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
を
中
心
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
一
年
間
の
部
の
活
動
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

五
月 

・
県
推
進
委
員
会
出
席(

秋
田
市) 

・
湯
沢
市
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
打
合
せ
会
出
席 

・
社
明
用
品
購
入
打
合
せ
・
発
注 

六
月 

・
社
明
湯
沢
市
推
進
委
員
会
出
席 

・
社
明
用
品
配
布
会
議
及
び
作
業 

協
力
組
織
部 

本
年
度
は
、
研
修
部
か
ら
の
声
か
け
を
し
て
頂

き
、
更
生
保
護
四
団
体
視
察
研
修
に
つ
い
て
研
修
部

と
協
力
組
織
部
の
合
同
で
検
討
中
で
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
令
和
二
年
度
～
五
年
度
は
視
察

研
修
を
開
催
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
度

開
催
に
向
け
て
五
年
度
中
に
二
回
、
各
正
副
部
長
で

役
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

更
生
保
護
女
性
会
・
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
・
協
力
雇
用
主

会
・
各
支
援
団
体
へ
の
文
書
を
部
会
員
で
発
出
し
、

十
月
中
の
実
施
予
定
で
す
。
ど
う
ぞ
御
協
力
お
願
い

し
ま
す
。 

湯
沢
地
区
更
生
保
護 

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

当
セ
ン
タ
ー
で
は
犯
罪
や
非
行
予
防
に
関
す
る

皆
様
の
相
談
に
、
保
護
司
が
対
応
し
て
お
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
気
楽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

(

月
～
金) 

午
前
九
時
～
午
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三
時 
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子 

 

髙 

橋 

俊 

明 

髙 

岡 

咲 

子 
 

皆 

川 

三
和
子 

沼 

澤 

康 

之 
 

髙 

須 

雅 

子 

尾 

久 

一 

雄   

栗 

田 

真 

一 

長
谷
山 

信 

介 
 

入 

江 

妙 

子 

佐 

藤 

英 

夫 
 

東
海
林 

久
美
子 

沼 

倉 

成 

子 

 〒
〇
一
二‐

〇
八
二
四 

湯
沢
市
佐
竹
町
四
番
五
号 

湯
沢
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生
涯
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セ
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タ
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一
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の
ご
来
賓
の
方
々
の
ご
臨
席
を
頂
き
、
会
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。 

正
木
所
長
は
ご
挨
拶
の
中
で 

「
更
生
保
護
制
度
を
支
え
る
保
護
司
さ
ん
達
が
、
近

年
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
高
齢
化
も
進
ん
で
活
動

の
中
核
的
な
役
割
を
担
っ
て
こ
ら
れ
た
方
々
が
、
今

後
十
年
程
の
う
ち
に
数
多
く
退
任
さ
れ
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
保
護
観
察
所
と
し
て
も
持
続
可

能
な
保
護
司
制
度
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
が
、

湯
沢
地
区
で
は
こ
れ
ま
で
に
協
議
を
重
ね
、
新
し
く

保
護
司
さ
ん
を
補
充
さ
れ
つ
つ
あ
る
事
を
伺
い
、
う

れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
」 

と
お
話
さ
れ
ま
し
た
。 

他
に
は
湯
沢
地
区
内
の
担
当
件
数
と
再
犯
傾
向
に

つ
い
て
お
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

議
事
で
は
議
長
と
の
こ
と
で
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
、
説
明
内
容
に
関
す
る
疑
問
や
指
摘
等
活
発
な
意

見
交
換
も
あ
り
、
参
加
保
護
司
の
会
に
対
す
る
熱
意

を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
た
総
会
で
し
た
。
日
頃
の
地

域
福
祉
活
動
で
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
会
員
の
皆

様
の
お
か
げ
で
順
調
に
閉
会
す
る
こ
と
が
で
き
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。 

令
和
六
年
度
総
会
に 

参
加
し
て 

 

赤
平 

一
夫 

湯
沢
地
区
保
護
司
会
は
総
務
部
・
研
修
部
・
犯
罪

予
防
活
動
部
・
協
力
組
織
部
の
四
つ
の
部
会
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
年
度
始
め
に
あ
た
り
各
部
の
活
動

内
容
を
二
回
に
わ
た
っ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は

犯
罪
予
防
活
動
部
と
協
力
組
織
部
で
す
。 

・
寄
付
帳
及
び
社
明
用
品
の
受
け
渡
し 

・
社
明
の
ぼ
り
旗
組
立
作
業 

七
月 

・
社
明
セ
レ
モ
ニ
ー 

(

市
民
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
セ
レ
モ
ニ
ー
後
、
各
地
区
に
て
旗 

立
て
作
業)

 

・
社
明
広
報
活
動 

 
(

湯
沢
駅
東
西
通
路
・
湯
沢
市
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
で
パ
ン 

フ
レ
ッ
ト
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
を
配
布)

 

八
月 

・
社
明
寄
付
金
の
集
計
並
び
に
懇
談
会 

・
の
ぼ
り
旗
、
ポ
ー
ル
撤
去 

十
二
月 

・
社
明
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
出
品
者
へ
の
お
礼
品
の
準

備 

春
の
褒
章
受
章 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

藍 

綬 

褒 

章 

佐 

藤 

清 

次 

氏 


